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事実 i 恒説 }必要な情報調べる項目




























































































































































































































合得点jは 6 を示し， ~情報収集力)>， ~情
報分析力)>，~課題発見力》の 3 つ能力は























:集力 干斤力 見力 日」
目前 6 4.715 4.75 4.75 3.5 





「総合得点Jは 2.75 に位置し， ~対人基礎
力)>3，~対自己基礎力 >>2. 75 ， ~対課題基
礎力)>4.75となった。
(2)IBL実施後のコンビテンシ一得点
「総合得点J は 2.75 に位置し，~対人基礎


















出前 2.75 3 2.75 













































基本的な学習スキル u'~':'-.:' ;:.;.:.> .' 丸山\ I 3.18 
や問題解決能力を ・ >.;'，:.."¥. '， -"'~""" '<:~"" " " ":':ユ 3 . 55
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